
事業所名 グループホーム　いなば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作成日　　令和　４年　４月　３０日

【目標達成計画】

1 1

「季節感のある施設創り」
をケアにいかす

コロナが落ち着き、敷地内
の庭に散歩に出たり、咲い
ている花をいっしょに摘ん
だり、それを施設内に飾る
などしたい。今できる、壁
画づくりなどにも取り組む。

2カ月

2 6

定期的に写真を送る １枚、２枚でも写真など顔
が分かるものを、家族様に
領収書を送る時に同封す
るなどして届ける。 2カ月

3 3

協議事項と報告事項で項
目を分ける

次回、開催の議事録か
ら、協議事項と報告事項
で項目を分けて記録す
るようにする

4 10

家族様の思いを言語化す
る

次回、聞き取りを行う際
に、もう少し具体的な目標
を相談してみる

６ヶ月

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目標達成
に要する

期間

協議事項と報告事項で項目を
分け、意見を積極的にもらう形
式に変更して、それを事業所
内で共有いただき、家族にも報
告いただきたい。

本人や家族から聞き取った想
いをケアプランに言語化し、そ
れに基づく目標と期間を設定し
てみてはどうか。それにより、
自分たちを理解してもらえてい
るという安心感に繋がると思わ
れる。

（別紙２）

現状における問題点、課題

「季節感のある施設創り」を基
盤にグループホームの理念を
定め、ケアにいかすことに期待
したい。

面会ができず、入居者の顔が
見えない状況であるため、SNS
を活用して入居者の写真や動
画を家族に送付したり、定期的
に写真の入った便りを送付した
りできるようになることに期待し
たい。
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